
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: （成果）①機会があって新聞を読み出すと、生徒は新聞を読むことがおもしろいと感じるということ。②印象に残った記事を選ぶ時点で、生徒の人柄が出るということ。新聞記事は生徒の考え方を形成したり意見　を持たせたりするのに役立っている。③一つの記事が教材となり、考え方の交流ができる。個に応じた題材が選べるので、学習内容や目標が同じよ　うに設定でき、生徒は他の生徒の考えから学び合う場面がつくりやすい。④発表の仕方がうまくなるのは、個々が題材となる記事をしっかり読み取ることができ、それが支えとなって　自信が生まれるからである。自分の意見を持ったとき、生徒達は人に伝えたいという欲求が生じる。そうい　う意味でも日頃からの新聞ノートの継続が練習の場となった。⑤新聞ノートが継続できているのは、単に生徒が課題で提出するのみではく、社会科教諭とのやりとりがある　からである。ノートの感想に、必ず一言添え記事を通して気持ちの交流があった。手がかかることである　　が、教師側が義務感でするのではなく、考え方の成長を楽しんでいることが続けるポイントである。⑥社会科で日常取り組んでいることを利用し、国語科で発表会を行ったことは、横断的で教師にとってもまた　生徒にとっても良かった。授業時数のこともあるので連絡を取り合っていくと生徒への動機付けや下準備の　点で効果的だと感じた。（課題）　新聞をとらない家庭もあり，新聞をこちらで用意する必要もある。家庭への啓蒙という点が課題である。
	TextField2: ・いろいろな人の発表を聞いて「ああ、これ知ってる」とか「こんなこともあったんだな」などとてもおもし　ろく楽しかったです。これからもっと新聞を読みたくなりました。                   ・この授業で新聞のおもしろさを知ることができました。これからは積極的に読み、世の中のことをもっと理　解していけたらと思います。・みんな違った記事なので、たくさんの発表が聞けて良かった。中には私の知らない記事もあり、新聞を読む　ことって大切なんだなあと改めてわかったので、この授業をきっかけに朝早く起きて興味がある部分だけで　も読んでみようと思った。今回選ばれた大ニュースは1組らしくて良いと思った。・みんなで持ち寄った新聞に40通りの感想があり、それぞれの感想を聞くことにより、自分の価値観が広がっ　たのでとても良かった。こからも新聞に注目していきたい。・今回のような発表会をして一人一人個性があるなと思いました。私が選んだ記事はKさんとタバコという内　容は同じでしたが、感想は全く違いました。これからもたくさん新聞を読みたいです。・39人の選んだ記事はみんな違うもので、ひとりひとり選ぶものが異なっておもしろいと思いました。Tさん　やKさんのように選んだ記事が、内容は同じでも人によってとらえ方が違ってその人が選んだ記事から思う　ことが伝わってきた。・国語の授業で新聞を使った授業をしてみて社会でやっていることを国語の授業では少し違うようにやってみ　てよかったです。またやりたいです。             ・みんな1つの記事を見て、いろいろなことを考えているんだなあと思った。自分の意見だけでなく他の人の　も見ること で、日本や世界の問題が見えてきた。・10人の人は一人一人違ううまさがあった。この授業で新聞を見直すことができた、他の人の記事など知るこ　とができて良かった。これからも新聞に注目したい。・みんな1つの記事を見て、いろいろなことを考えているんだなあと思った。自分の意見だけでなく他の人の　も見ることで，日本や世界の問題が見えてきた。・この授業を通して知らなかった情報を知ることが出来ました。それとみんなの意見も聞くことが出来まし　　た。私が思ったこととまた別の意見が出て「そうか、そう言えばそうだな」と思える部分がいくつもあり、　新鮮でした。1位のM君もとても自分らしく書かれていました。・他の班の発表を聞いて、みんなとても興味深い記事ばかりでした。発表をするときは、発表の態度も大事だ　と思いました。口で言うときはあまり難しい言葉を使わない方がいいのがわかった。・この取り組みを行って、今年あったいろいろな事件、ニュースがわかった。N君が選ばれたけどみんなとて　も良かった。発表の仕方もみんなうまくなった。
	TextField2: 社会科で行っている新聞ノートを使って、横断的に国語科で行った学習活動。　1時・・・4月から11月まで自分が選んで感想を書きためた記事の中から自分のトップニュースを決める。　2時・・・内容と選んだ理由を3段落構成で書く。　3時・・・4人グループで発表し合い、グループのトップニュースを選ぶ。クラスの10大ニュース決定。　4時（本時）・・・グループの代表者による発表。　①代表10人による発表（その際なぜグループから選ばれたか推薦者も言葉をそえる）。　②聞きながらクラスのトップニュースを選ぶ。　③投票により決定。　④山梨日日新聞の記者に、話をしていただく。年末に発表される県内・スポーツ･国内の10大ニュースがど　　のように決定されているのか知る。　・授業参観で行い、NIEについて、また生徒達が新聞を通してどんな考えをもっているのか保護者に知らせ　　る機会とした。　・生徒達が自分で選んだ記事は、全員の分、見出しと作文の題名を一覧にしお互いに見ることができるよう　　にした。　・自分の記事を選んでもらう工夫について、書くことにおいては理由をはっきりのべること。話すことにお　　いては聞き手の方を向き自分の言葉にして発表するなど練習する時間をとった。
	TextField2: 書くこと（2時間）　話す聞くこと（2時間）
	TextField2: 友達の選んだ記事の内容と選んだ理由を聞き取りながら、クラスのトップニュースを選ぶことができる。
	TextField2: 相手を意識して自分の考えを話し、話し手の意図を考えながら内容を聞き取る。
	TextField2: みんなで選ぶ今年のトップニュース
	TextField2: 国語・社会　157人
	TextField2: 第1学年
	TextField2: 鮎澤智美
	TextField2: 山梨県山梨市立山梨北中学校
	TextField1: 自ら学ぶ力を育てるために



